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《
五
月
一
日
の
М
Ｓ
》 

 

講
師
に
、
三
郷
市
倫
理
法
人

会
の
加
藤
地
次
会
長
を
お
招
き
し
『
父
の
介
護
を
通
し
て
学

ん
だ
こ
と
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
父
を

偲
び
詠
ん
だ
短
歌
「
凍
る
よ
な
師
走
の
夜
に
求
め
来
て
棺
の

父
と
酒
飲
み
に
け
り
」
。
親
想
う
、
心
の
優
し
さ
に
涙
涙
。

加藤氏

原田夫婦が善光寺参り（5月 13 日） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

中西氏 

大勢の参加者の皆さんと会場の様子

《
五
月
八
日
の
М
Ｓ
》
倫
理
研
究
所
普
及
本
部
の
中
西
浩

本
部
長
を
お
招
き
し
『
常
住
戦
場
』
を
テ
ー
マ
に
「
ト
ッ
プ

は
弱
い
自
分
と
戦
う
気
概
を
持
つ
こ
と
」、「
お
金
の
使
い
方

に
人
柄
が
出
る
」
、
そ
し
て
「
倫
理
は
直
線
的
（
最
短
）
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

新入会の北嶋氏（㈱ヤマキ）と会長

《
五
月
二
十
ニ
日
の
М
Ｓ
》 

草
加
市
倫
理
法
人
会
の 

風
間
利
高
副
専
任
幹
事
を
、
お
招
き
し
『
倫
理
に
出
会
っ
て

チ
ェ
ン
ジ
ン
グ
』
を
テ
ー
マ
に
講
話
を
い
た
だ
き
、「
自
分
が

変
わ
れ
ば
相
手
も
変
わ
る
」
そ
し
て
「
幸
せ
に
な
り
た
け
れ

ば
身
近
な
人
を
幸
せ
に
す
れ
ば
よ
い
」
と
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

【 

六
月
の
行
事
予
定 

】 

◆ 

モ
ー
ニ
ン
グ
・
セ
ミ
ナ
ー 

・
五
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

倫
理
研
究
所 

法
人
局 

 

首
都
圏
方
面
長 

山
口 

秀
雄 

テ
ー
マ
『
繁
栄
の
秘
訣
』 

・
十
二
日
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

熊
谷
市
倫
理
法
人
会 

副
会
長 

 
 

相
原 

信
夫 

テ
ー
マ 

 

『
早
起
き
は
再
建
の
第
一
歩
』 

・
十
九
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

宇
都
宮
市
倫
理
法
人
会 

相
談
役 

 

小
倉 

睦
美 

テ
ー
マ
『
可
能
性

を
信
じ
て
（
信
成
万
事
自
分
次
第
）
』 

・
二
十
六
（
金
）
六
時
半
～
七
時
半 

 

三
郷
市
倫
理
法
人
会 

 

相
談
役 

佐
藤 

友
宣 

 

テ
ー
マ
『
苦
難
福
門
』 

◆ 

幹
部
研
修
会 

（
講
師
略
歴
前
述
） 

四
日
（
木
）
十
九
時
～
二
十
時 

山
口 

秀
雄 

 

『
変
革
の
要
』 

◆ 

全
国
一
斉
清
掃
デ
ー 

十
三
（
土
）
八
時
～ 

 
 

ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
・
ら
ぽ
ー
れ
周
辺 

◆ 

会
場
に
つ
い
て
の
連
絡
。
六
月
以
降

の
行
事
は
『
ら
ぽ
ー
れ
』
を
会
場
に

行
い
ま
す
。
有
り
難
い
で
す
ね
。 

感
謝
の
気
持
ち
で
、
一
斉
清
掃
に 

大
勢
の
ご
参
加
を
、
お
願
い
し
ま
す
。 

 

森氏

 

「普及達成の樹」を熱く語る中村会長 

《
五
月
十
五
日
の
М
Ｓ
》 

講
師
に
は
盛
岡
市
み
な
み
倫

理
法
人
会
の
森
恵
美
子
会
長
（
㈱
結
／
惣
菜
製
造
販
売
業
）

を
お
招
き
し
『
会
社
の
有
り
方
』
を
テ
ー
マ
に
「
私
も
生
き

物
、
会
社
も
生
き
物
。
会
社
は
生
活
の
も
と
、
お
客
様
は
健

康
の
も
と
。
」
と
、
熱
い
語
り
で
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

風間氏 


